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文部科学省が実施する「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業に、筑波大学農林技術センターが今年  

度応募した。活動テーマを「総合学科の知見を生かした農学ESDの実践と深化」とし、インドネシア・ボゴール  

地区において、高校生向けに竹や竹炭を用いた教材を開発し実践する計画である。  
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1．はじめに   

文部科学省では、平成18年8月に提出された国際教  

育協力懇談会報告を踏まえ、途上国の持続的発展に対す  

る知的責献のw一項として、大学等の知見を活かした国際  

協力活動を促進することとし、平成19年度より「国際  

協力イニシアティブ」に取組んでいる。主な事業内容と  

して、（1）経験の体系化と共有情報化の推進（教育協力拠  

点形成事業）、（2）大学のリソース情報活用の推進、（3）大  

学の分野別協力活動支援の推進が挙げられる。   

この事業に筑波大学農林技術センターが今年度応募し  

た。活動テーマを「総合学科の知見を生かした農学ESD  

の実践と深化」とし、インドネシア・ボゴール地区にお  

いて、高校生向けに竹や竹炭を用いた教材を開発し実践  

することとした。  

を行う。成果物としての教材開発にあたっては、上記2  

カ国の教育実践現場と協定校関係者を通じて密接な連絡  

体制を構築し、フィードバックをかけながら活動内容を  

深化させる。  

3．組織と活動実施者   

農林技術センターと附属坂戸高等学校は、「国際農学  

ESDシンポジウム（AgESD）」（2008－2013）組織委負  

会を組織して活動内容の検討を開始している。また、本  

校はかつての筑波アジア農業教育セミナー（TASAE）に  

共催として参画するとともに、校外学習等を通じて国際  

交流の突崩もある。  

（1）農林技術センター   

坂井直樹センター長（代表者）、田島浮史准教授（教育力  

リキュラム）、テーラー、デマー准教授（英文教材監修）、  

長谷川英夫講師、加藤盛夫助教（企画・連絡調整・広報）、  

米川和範（技術指導）、遠藤好和（技術指導）  

（2）．附属坂戸高校   

中村徹校長（総括）、小林美智子副校長（家庭科）、石井  

克佳、安達昌宏、白石充（農業・環境教育）、深澤孝之（工  

業）、工藤泰三（外国語）、今野良祐（地歴）、岡里美、本弓  

康之（理科）、建元喜寿（インドネシア現職教員派遣）  

2．目的   

本活動の目的と特徴は、例とした異なる国の高等学校  

教育の現状を見据えながら、農業と環境教育にエネルギ  

ーの視点を加味することで、在来素材を活用したエネル  

ギー環境教育モデルの開発を共同で推進することにある。   

活動期間は3カ年が予定されている。平成20年度から  

平成21年度前半はインドネシア、平成21年度後半から  

平成22年度前半にかけてはタイにそれぞれ焦点を絞り、  

エネルギー環境教育関連の英語教材の開発と検証を目指  

す。平成22年度後半は両国へ導入した当該教材のフォ  

ローアップに注力する。その過程で毎年11月上旬から  

中旬にかけて開催する国際農学ESDシンポジウム（主催  

：農林技術センター・日本ユネスコ国内委員会）にボゴ  

ール農科大学、カセサート大学関係者を招碑し、本活動  

テーマに係わるセッションを設けて活動状況の報告など  

4．活動実施内容  

（l）第l回インドネシア渡航  

期日：平成21年1月18日～21日  

場所：インドネシア・ジャカルタ市・ボゴール市ほか  

内容：ボゴール農科大学訪問、コルニタ高校にて概腰説  

明・討議、現職教員派遣地視察、JICA事務所職  

員と討議   
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流までの洪水防止、校内でのガーデニングなど多彩な教  

育活動を実施。  

④日本語を全校生徒が週2時間（45分×2）学ぶ。日  

本へのあこがれが強い。  

Subagio校長は4ケ月の日本滞在経験がある。  

⑤情報教育にも力を入れており、充実したPC教室を有  

する。  

（2）第2回インドネシア渡航  

期日：平成21年2月22日～26日  

場所：インドネシア・ボゴール市  

内容：ボゴール農科大学訪問、ボゴール農科大学見学、  

コルニタ高校にて学習計画提示・討議、ボゴール植  

物園見学  

（3）国際協力イニシアティブ国内報告会  

期日：平成21年3月10日  

場所：東京・三田共用会議所  

内容：今年度事業実施大学による事業報告（北海道教育  

大学、国際基督教大学、三重大学、岡山大学、東京  

大学、筑波大学、愛媛大学、神戸大学、宮城教育大  

学、横浜国立大学）。  

（4）第1回招碑  

期日：平成21年3月17日～20日  

場所：筑波大学、附属坂戸高等学校ほか  

ゲスト：コルニタ高等学校 Subagi0（スバギオ）校長、  

Dina（ディナ）教師  

内容：筑波大学見学、農林技術センター訪問、都内見学、   

附属坂戸高等学校訪問（学校行事見学、教材に関する   

研究討議）  

2）打合せメモ  

（∋竹を素材とする点においては合意が得られた。  

②竹炭教材は、素材としては役立つとの感想が得られた。  

③附属坂戸高等学校とコルニタ高等学校の生徒が共通の  

題材で友好的な関係を結び、科学を学ぶ機会や科学的な  

興味を抱く契機となってほしい。  

④第2回渡航時に、竹炭作りを農林技術センター職員が  

技術指導する。  

⑤竹炭を通して有機農業技術や竹酢液の利用も取り入れ  

られる。  

⑥竹炭の利用は、森林伐採を抑制することや燃料として  

も注目されている。  

⑦コルニタ高校からアブラヤシも熱源として有効との意  

見。  

3．インドネシア渡航報告  

（1）第1回渡航  

期間：平成21年1月18日～1月21日（4日間）  

渡航者：坂井直樹、加藤盛夫、長谷川英夫（農林技術セ  

ンター）  

中村徹、小林美智子、石井克佳、工藤泰三（附属坂戸高  

等学校）  

日程：  

1月18日（日） 成田→香港→ジャカルタ  

1月19日（月） ボゴール農科大学 共同・国際オフィ  

ス表敬訪問、私立コルニタ高等学校、本プロジェクトの  

概要説明、エネルギー環境教育教材の説明・実演、質疑  

応答  

1月20日（火）GunungGedePangrango国立公園視  

察・打合せ  

1月21日（水）ジャカルタ→香港→成田  

3）協力校（コルニタ高校）からの要望  

①「安価」で「わかりやすく」かつ「魅力的」な内容。  

（訓ヒ学、生物学、経済学などの総合的な内容。  

③45分×2時間で、年間32回分の授業計画と授業内容が  

ほしい。教科書、教材。  

4）第2回訪問計画  

①業務内容：年間の指導計画立案、1年間32回の学習指  

導案作成、コルニタでの授業実施の支援、事前事後の変  

容に関するアンケート調査、報告書作成  

②授業形態：1学年分（当該学年は未定）32回の授業を全  

クラスで実施する。授業時間は45分×2  

③授業計画：地理、物理・工業、生物、農業、家庭、環  

境に関する各分野ごとの授業計画を立案。授業は各分野  

4～6時間とし、コルニタ高校の生徒が理解しやすいよ  

うに講義・実験・実習をバランスよく配置する。  

④教材（教科書・資料類）基本的には、英語版の教材を  

作成する。視覚的効果があるように、図や画像を多く取  

り入れ、DVD（動画の資料）も作成する。日本で使用して  

いる教科書や参考図書類を補助教材として適宜利用する。   

1）私立コルニタ高等学校の特徴  

①ボゴール農科大学のキャンパス中にある私立曹通科高  

校。  

②1学年は約50名×4クラス編成。  

③環境教育に力を入れている。地域の景観、上流から下  
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5）各分野で取り扱う項目  

①地理：日本とインドネシアの地理・気候的要素の整理。  

竹が生えている地域の地理的特徴。環境・経済・エネル  

ギー面での基本的な統計数値の確認。  

②物理・工業：竹の力学的特徴。熱エネルギー・電気エ  

ネルギーに関する基本的項目の整理。外燃機関（スター  

リングエンジン）に関する原理の理解。エネルギー発生  

をわかりやすい形で示す工夫（LED等）  

③生物：竹の生物学的特徴。アジアにおける竹の生態。  

竹の構造的特徴  

④農業：竹炭の焼き方と特性の変化  

地域の農業との関わり（例えば、棚田での利用）。竹炭  

施用による水田土壌物質の吸着。  

⑤家庭：竹炭の消臭効果。竹炭の調湿効果。  

竹炭の調理への応用。  

⑥囁境：エネルギーと環境問題の関連性  

洪水調節等流域管理における竹林の役割。  

竹炭を利用した観葉植物栽培。  

⑦まとめ：授業実践の振り返り（筑波チーム・コルニタ  

生徒・コルニタ教員）。コルニタ高校と坂戸高校の交流  

活動。地域への発倍（報告書・発表会）。オープンソース  

としての資料整備  

2月26日（木）成田着  

1）活動内容メモ（2月23日コルニタ高校）  

①農林技術センターからの報告  

・炭焼きの道具と器具についてのプレゼンテーション  

・炭焼きの様子 ビデオ映像  

②坂戸高校からの報告  

◎提案者と授美音のパートナーシップ  

・各分野ごとにコルニタ高等学校と附属坂戸高等高校の  

教員がコンビを組み、パートナーシップを構築する。  

・内容の確認と授業実施に向けて電子メール等により連  

絡をとりあう。  

◎アンケート調査の実施  

・授菜開始時、中間の時期、授業終了時にアンケート調  

査を実施する。  

・毎回、生徒と教員は全員回答する。  

・エネルギー囁境教育プログラム インドネシアにおけ  

る実践  

◎生徒間の交流  

・コルニタ高校と坂戸高校の生徒が相互に交流すること  

を望んでいる。  

・その準備として、インターネットを通じたテレビ会議  

（メッセンジャーなど）を実施したい。  （2）第2回渡航  

期間：平成21年2月22日～平成21年2月26日（5日間）  

渡航者：加藤盛夫、米川和範、遠藤好和（農林技術セン  

ター）  

石井克佳、今野良祐（附属坂戸高等学校）  

日程：  

2月22日（日）成田→ジャカルタ→ボゴール  

2月23日（月）ボゴール農科大学 共同・国際オフィス  

表敬訪問 大学施設見学  

私立コルニタ高等学校  

エネルギー・環境教育力リキュラム（案）提示  

竹（炭）の地理学的考察に関する模擬授業  

竹炭の製造方法および道具・資材の解説  

2月24日（火）竹炭製造の実演活動  

エネルギー環境教育教材の説明および質疑応答  

日本における竹炭の農業利用  

竹炭による潅漑排水の浄化と稲作への影響  

2月25日（水）インドネシアにおける竹収集コレクショ  

ン視察および  

資料収集（ボゴール植物園）  

ボゴール→ジャカルタ→成田  

③年間学習計画（附録参照のこと）  

◎Studyingprogramfortheyear  

・エネルギー環境教育と竹・竹炭に関する、1年間32回  

分の学習計画を提示した。  

■本学習プログラムは、竹と竹炭を題材にしてエネルギ  

ー同額と環境問題の関連について学ぶことができる。  

・プロジェクト学習の手法をもとにして、生物・物理・  

地理・農業・工業・家庭・環境といった教科や海域にま  

たがる内容をひとつにまとめている。  

◎各分野ごとの学習計画BasicTeachingPlansl－7  

・各分野で学習する内容の目標と項目に関する詳細な説  

明を示した。  

［留意点］  

この学習計画を作る際に重視した点は次の3点である。  

・単に答えを求めることを学習するのではなく、生徒が  

自分で考えて答えに到達することを重視する。したがっ  

て、正しい答えは必ずしもひとつではなく、設定した条  

件や思考過程によって変わってくるものである。   
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・竹や竹炭を題材としたのは、インドネシア国内にそれ  

らが広く分布することに着目したからである。生徒が環  

境学習を始めるにあたり、竹や竹炭を通して地域を見つ  

め、捉えていくことを意図した。  

・竹や竹炭にはさまざまな特性があり、人々は生活の中  

に取り入れ役立ててきている。この学習計画では、その  

過程を科学的に考え、まとめ、議論していく学習形態を  

とるように心がけた。  

［まとめ］  

「竹や竹炭を科学する」方法を身につけることにより、  

他の環境問題を捉えるにあたっても、同じような手法を  

取り入れることができると考える。「00を科学する」  

という科学的な思考が、将来の生徒の研究活動を助ける  

ことが出来るように配慮した。  

・1年生に対しては、入学直後のオリエンテーションで  

4時間学習する。  

・その内容は、イントロダクションとそれに続く項目。  

生態学、竹製品、竹林、竹の切り方、竹のイメージなど  

・さらに、年間学習項目として、地質と品種。  

②2年生  

・年間学習項目として、竹炭の作り方に関する実習、エ  

ネルギー環境教育。  

③3年生  

・年間学習項目として、竹炭の利用に関する研究、スタ  

ーリングエンジン。   

タケノコの調理、発酵技術を利用して竹からアンモニ  

アを作ること等も検討する。  

5．年間学習計画   

第2回渡航時に年間32回の学習計画を提示した。（資  

料1）   

年間学習計画は、イントロダクション、生物、地理、  

物理、工業、農業、家庭、環境、まとめの各分野からな  

る。それぞれ4～6時間の学習内容を設定した。（資料  

2）  

④「地理」分野に係わる詳細説明と模擬授業  

パワーポイントを用いた地理の模擬授業の実施  

2）活動内容メモ（2月24日コルニタ高校）  

（1）教材開発に係わる打合せ  

①年商学習計画について  

次の6つの項目は、コルニタ側の要望により今回変更す  

ることとした。  

・＃11、12物理（エネルギーの有効利用）を削除。  

・＃17、18農業（竹炭施用による水田土壌物質の吸着）  

を削除し、調理を追加。  

・＃31、32まとめ（竹・竹炭を利用した生活改善のアイ  

デアを発表する）削除  

6．学習指導案と軌材の開発   

策1回渡航時に”Discussion Starter”と穎して、学習  

教材の例を提示した。（資料3）各分野で、このようなイ  

メージで教材を開発していく予定である。  

7．今後の計画   

最終成果物としては、エネルギー環境教育に係わる英  

文教材（Vol．1）の製作を行う。その過程でボゴール地  

区の教育現場での検証に基づくフィードバックを得なが  

ら、同塵点の改善を図りつつ英文教材の深化を図る。上  

記教材に係わる設計・製作・評価の過程を撮影したビデ  

オ画像に英語の字幕等を付与したマルチメディア教材  

は、平成21年度にVol．2として製作予定である。  

（2）問題点の整理  

① 今回提示した内容を新しい科目として立ち上げるに  

は、財政上の問題と人員配置の問題があり、実現が難し  

い。  

② 学校設定科目を学ぶ際には、3年間続けて学習する  

ことが必要となる。これは生徒の証明書発行に際し、必  

要な条件となっている。  

③ 証明書発行にあたっては、ボゴール農科大学、筑波  

大学農林技術センター、コルニタ高等学校、附属坂戸高  

等学校の4者が証明する形が望ましい。  
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（資料2）B酌量e取払eぬi‡唱椚ams且－7   

Sectionl：ln肘“8ucti011／8壷0logy  

Numberofhours：8  

P［anners：lbruNAKAMURA，KiyomiOKA  

0叫ectivesofthis＄eCtion  

・tntrOducestudentstothiscourse  

・StudentscanunderstandthebioIogICaJcharacteristicsofBamboo  

Periodl－2（4hr＄）：lntroductionISpecies  biodiversityofbamboosandTAKE  

1．Introduction   

（1）Havestudents（Ss）unde（Standwhywestudyaboutbamboo（especia”ybamboocharcoal）   

（2）Havestudentsthinkaboutthethreekeywords：sustainability，diversityandenvironment  

2．What，sbambooortake？   

（1）lmagesbfbamboosandねke   

（2）Phy（ogenyandCIass摘cation   

（3）CharacteristicsofBamboosinIndonesiaandtakeinJapan  
3．Eco10gyOfbamboo＄and由ke   

（1）Distribution   

（2）Bamboo＄insuccession  

Period34（4hrs）：BioIogyofbamboosandtake  

1．Organsandtissues   

（1）駄m血「e   

（2）Formationofsta］ks，leavesandroots   

（3）Formationoff10WerS  

2．Lifecycle   

（1）Reproduction   

（2）Grow机   

（3）ftoweringanddeath  

Note＄  

∨治ua］aids：Preparingteachingmateria［s（PowerPointfi［esetc．）withvariousimagesandphotos  

ManuaIs：Compinngobservationmethods  
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Section2：Geography  

Numberofhours：8  

Planners：RyosukeKONNO  

Objectivesofthissectjon  

l・Students w＝ deepen geographicat understanding on］ndonesia，aCqu．re geOgraPhica）   

backgroundknowIedgethatisrequiredinstudyingothertopics，andunderstandtheenvironment   

inwhichbamboosgrow  

2. Students will understand the necessity of sustainable development and the usefulness of 

bambooin the deve10Pment．taking energy a粕irs and environmentalprobIemsinto  

COnSideration  

Periodl・2（4hr＄）：Natura暮environmentoflndonesia  

1・lntroduction：WhatwelearningeographycIasses  
2・Understanding geographicalcharacte雨tic＄Oflndonesia from a globalpoint ofview，Which   

inc］udepJatetectonics，thePac涌CRingofFire，VO］canoesandearthquakes  

3．Factorsofc）imate早ndatmo＄Phericcirculation  

4・CharacteristicsoftheclimateinIndonesia：trOPics，hightemperatureandhumidity，Squa‖s，rainy   

anddけSeaSOn  
5．Vegetationandsoilinlndonesja  

6・Uti［izationbfbamboosjnJndonesiaandJapan：aSanenergyreSOurCe，aSamaterialfbrdai［y   

lives．etc．  

Period3（2hr＄）：EnergyafFdir＄andenvironmentalproblemsin］ndonesia  

1．Energyresourceproductioninlndone＄ia：Oil，COal，bauxite，etC．  

2・Energya触irsinlndonesia：depend由1CeOnfbssilfuet，deveIopmentofindustry，LnCreaSeOf   

energycon＄umPtion  

3・Environmenta［problemsinlndonesia：defbrestation，f（00ds，efFectsong10baIwarmingcaused   

byburnIngfbssilfueI  

Period4（2hrs）：Sustainab［edeveJopmentinIndonesia：fbcu＄ingonthe．potentiaIofbamboo  

1．Reviewofthissection  

2・HowwecansoIveenergyandenvironmenta暮probJems  
3．ConceptofsustainabIedeve［opment  

A・Fdcusonbamboo：aVaiIabiIity，neWneSSaSareSOurCe，reaSOnSforutilizingbambooin＄teadof  

WOOd  
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■ Howa＄tirlingEngine恥rks   

O．Stirlingenglne   

AStirlingen酢neisanex七ernalco血bustionenginethatcauses・neChanicalworkbyheating  

theinsidegasfromtheoutsideofthecylinder，WhichwasinventedbyR・Stirlingin1816・  

1．Natureofair   

Ifthe cylinderis heated，the  

airin the cylinder e叩ands and  

presse＄the piston down；when  
the cylinderis cooled，the air  

inside con七racts and pul1s the  

pis七on u．p（Fi卯rel）．でもisis  

becausetheairpressurebecomes  

higher as the air gets warmer・  

This is the very basic and 

important pもenomenon  皿  
u皿der8tanding how a Stirling  
enghework乱  

2．CranksystemandfTywheeF   

Supposeacranksys七emisattachedtothepistonshowninsection2・1（Figtlre2）・Ifthe  

cylinderiBheated，theairinsid．ei8al80heatedandpressesthepistondown，andthenthe＄ha銑is  

rotated．The shaftis golng tO reVOlve to a certain d，irection continuous匝ifa nywheelis  

attachedtothesha＃．Here，therotationcyclecontinuesifthecylinderisheatedandcooled  

repeatedlyl   

Inthiscycle，Whathappensinside  

thecy止nderisas払1low8：（1）theair  
beingheated，（2）theexpansionofthe  

air，（3）theairbeingcooled，and（4）  

thecon七ractionoftheair伊i卯re3）．  

Therepetitionofthiscycleiscaused  

by the combination of the ehange of 

thepres＄ureinsidethe cylinderand  

the皿OmentOfinertiawithwhichthe  
flywheelro七ates．  

－76－   



■ Knowin9aboutBamb00Charcoa［andUtilizingltinOurLiYeS  

O．Bamboowoodsandbamboobushes   

BamboowoodsandbamboobusheBaredi蝕rent．以Bamboowoods沖referstowoodsofbamboo  

Whicharemaintainedbypeople，While‘EbamboobuBh”meansanareawherebamboosgrowfreebT  

Withouthutnanmaintenance．  

1．WhyshouIdweutiIizebamboos？  

In偽・Ct，bamboosdidnotoriginateinJapan；they 

bamboosforeatingyoungba皿boos，makingtooIssuchasbasketsandboxe8，uSingaspartsof  

bouseinterioちandsoon．  

Inrecentyears，ba血boobushesare8Preading  

） rapidlylThe power ofbamboos propagationis  

likethatofweeds：bamboo8grOWuPtObeseveral  

meters highin three months and reachfu11  

growthin七hree yearS．Wha七happen8thenis  

thatbanboo8absotbalotofnutrientsforplants  

around，thattheareaisoccupiedbytheba血boos，  

andthatthevarietyofplan七Sisnottobepreserved．Thisiswhyweshouldtakecareofba血boo  

bushesandchangethemintobamboowoodk   

However；Cuttingdownsurplusbamboosanddisposingthemtakesmuchworkforceandcosts  

much，WhichmakesthemaintenancedifBcult．Thu8Weneedtothinkaboutthewayofutili2；ing  

bamboostakingadva皿tageOftheirnatwe，nOtSimplydi8POSingthem・Forexample，WeCan  

burnthebamboosthatarecutdown，makeba血boocharcoal，improvethequa止tyofourhves  

takingadvantageifitsnature，andsecuremoneyforthemaintenanceofbamboowoods・Ⅵ毎  

need七oestabkshandcon七inuethiscycle．  
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2．Featuresofbamboocharcoal   

l）Absorption：Thesurfaceofbamboocharcoalhascountlessofholesinvariousdirections，  

whichmakesi七ssuぬceareamuchlargerthan七hatofotherkindsofcharcoal・This－  

withthevariety ofthe sizeofthe holes，enablesbamboocharcoaltoabsorb various  

materials．  

2）Abun血n七minerals：Bamboo charcoalcontains several七imes as muchminerals as  
re即1archarcoal・Theyincludemanykindsofmineralsthatarenecessaryforhumans  
tolivesuchaspotassiu皿（取silicon（Si），SOdium（Na），Calcium（Ca），magneSiu工n（Mg），  

辻on伊e）乱ndma王将aneSe（Mn）haweu・bdancedway．  

3）A皿曲acteriale飴ct：Tbis e飴ctis said tobeproduced．by active silicicacid，Whichis  

includedinbamboo charcoal．Active＄ilicicacidi＄eXCellentinab＄Orbing七ritylamine，  

which causes鮎hy smell．Bamboo charcoalitselfis alkaline，and thisalso has  

antibacteriale飽ct．  

3．Ut摘zJngbamboocharcoa）   

1）DeodoriEationandairpurification  

・Deodori2hgarefrigeratorora8hoeboxbypⅥ．ttingbamboocharcoalinthem  

・Raisingrelaxatione飴ctbyputtingba皿boocharcoali皿apinoworothersmallthin卵  
2）Dehumidification  

・Contro馳瑠humidityinaclosetandas；hoeboxandpreventingodora血dmold  
・P11rifyingandcontro揖nghllmidityoftheairinaroombyputtingbamboocharcoal  

乱Sanintedordecoration   

3）Ⅵなterpu血色ca七ion  

・Pu軸gdrainbyputtingba皿boocharcoalinadrainbasket  
・PurifyingdrinkingwaterbyputtingbaJhboocharcoalforaday；Which皿ake8the  

Waterta昏tebetterandincludemoreminerals  
4）0仇ers  

・Makingfertili2；er by mixing powdered ba血boo charcoalwithfood g・atbage and  
leavlngitforoneortwoweeks  

・U8ingforcooking：Ba血boo charcoalisgoodforcookingrice，tempura，Simmered  

払od8，etC，  

● Keepingvegetablesfresh by absorbing ethylene gasissuedfromvegetables and  

丘Ⅵits  

●Infraredray8is8uedfrombamboocharcoalheatfoodse飴ctively；aSWellashaving  
goode飴ctsforhumanbodiessuchaBimpmvingbloodcirculation  

・Bambooclothhashighwaterabsorptionanddriesquickbr  
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掴ak古田g品評⑳離e感知yd柑CM沌u相野8卸tWi紬bambo⑳eharc◎a8   

0．Whati＄hydroculture？   

Hydrocultureisamethodofgrowingplantswithoutsoil．Inhydroponics，Plantsgrowin  

absorbentaggregatesandnutrients．Hydrocultureisalsoreferredtoaspassivehydroponics．  

1・Advantagesoftheuseofbamboocharcoa＝nhydrocufture   

。 AirpuriBcationeBbct：thebamboocharcoalabsofb＄harmfu1substances，deodorizesthe  

air，COntrOIsthehumid．ityandも．asantibacteriale飴ct．  

Healinge飴ct：thescentofphytoncide，aVOlatilesubstancethatcomesoutofbamboo  

Charcoal，CauSeSPeOPle，sconcentration七Oimprove・  

Suitableforindoorplanting：itiscleanwithou七日oil，eaSytOtakecare成andattracts  

lessvermin．  

Thinnedbamboocanbeusede蝕ctively；Withoutbeingdi鱒pOSed．O）amboofore8tS8hould  

betbinnedoccasionamyasbamboosgrowandincrease鮎d  

Thenutrimentinba皿booisutili2：ede飽ctively；andpreventsdecayofroots．  

●  

●  

2．MakingapottedhydrocuJtureplantwithbamboocharcoaI  

r Materials to be used 

・Bamboocharcoal（regularcharcoalisalsou8able）  

・Zeolite（forpreventingr00tdecay）  

・Transparentcontainer払ot七1es，glasses，etC．）  

・Fo辻ageplanセ  

・Rubもerもamme王丁   

・Sieve  

M血gpm伐dure  

l）Breaktheba血oocharcoalintosmallpieceswithahamher肝i卯rel）．  

2）Strai皿thebrokenpiecesandgetridofthepowderedcharcoal  

3）Put狸0liteonthebot七omofthecontainertomakeitlcmthick（Figure2）．Zeolite   

isno七neces＄aryifitisunaVailablebecauseba血boocharcoalit畠elfpreventsroo七S  

鈷omdeeapng．  

4）Putrelativelylargepiecesofcrashedba血boocharcoalonthezeohtetothedepthof   

onethirdofit（Figure3）．  

5）Puttheplantinthecenterofthecontainer，andputthebamboocもarcoalaroundit   

伊i卯re4），Thesma皿piece＄Ofba皿boocharcoalshoddbeplacedinthemiddユeof   

thecontainer；andthelargepieces8houldbeusedonthesuぬceofi七．  

6）Pu七waterintothecontainerslowlytomakei七on6・七hirddeep（Figure5）．  

●  
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Figurel：BreakingbamboocharcoatintopleCeS  

Figure2‥Puttingzeoliteonthebottomofthecontainer  

Figure3：PuttingbamboocharcoaIonthezeo］ite  

Figure4：PuttingaplantandbamboocharcoaIaround  

the plant 

Figure5：Watering  
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3．Maintenance   

o Watering：Whenthewaterinsidethecontaineriscompletely酢）ne，PutWaterSlowlyto  

makeitone・thirddeep．BecaTefu1nottoputtoomuchwater．Bet七erspraywateron  

theleaveseverytwodays（atleastonceaweek）．   

◎ Suitableplace：Itshouldbeplacedinabrightarea，butavoiddirectsunlight・   

。Fertilization：Not necessary（bamboo chaTCOalcontains enoughnutriment）．Ifthe  

plantdoesn’tlookwell，givelOOO・times・dilutedliquidfertilizeronceayear・  

4．Misce＝aneous   

。 Container：Atransparent containeris the bestbecause the waterlevelcan be seen  

clearlylIfthe con七aineryouwantto useis nottransparenも，aWaterlevelgau酢is  

neCeSSary・   

。 UseofMenedael：Menedaelisaliquidforgardeningwhichcontainsdivalen七ionsofiron，  

andimprovesphotosynthesisandactivitiesofvariousplanthormones・Itshouldbe  

diltlted500timeswithwater，andcanalsobesprayedontoleaves．Menedaelisnota  

fertili2：er，andisnotharmfu1toplantseveniftoomuchofitisglVen．  

U＄e Ofplants grown on soil：Hydroponically grown plants are best appropriatefor  

hydroculture．IfyouwanttouseaplantgrOWnOnthesoil，uSeita氏ergettingridof  

soilontherootsgentlywithwaterandputtingtheminwater払raweek・  

第2回渡航 コルニタ高校にて 2009年2月24日  
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